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研究成果の概要：障害物を考慮するとともに、距離として、非対称 A距離を用い、配置候補地 
の望ましさ、さらに既存の施設の存在を仮定したモデルを設定して、効率的な解法を作り出す

ことができた。これは実際の都市計画に近いモデルであり、計画担当者の助けとなる。さらに 
現在だけではなく、将来にわたる状況を考慮したモデルや、地理情報システムを応用したGIS
モデルも考えており、この点も計画に寄与するものである。この点について、国際共同研究の

台湾での責任者の成功大学都市計画系葉光毅教授にも意見を聞いたところ、まだ問題が少し残

っているが、十分に実際の都市計画に資するものとコメントを頂いている。SCI Journal に
も成果を発表しており、数理的方法としてはかなりの成果が得られている 
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１．研究開始当初の背景 
我々は施設配置問題、特に競合施設、緊急施
設の配置問題の研究を行ってきた。最近の経
済情勢や安全性から、配置する側や配置場所
そのものの望ましさを考慮する必要がある
との結論に至った。折しも、台湾成功大学都
市計画系との都市計画の国際プロジェクト
をスタートさせたところであったので、様々
な状況のもとでの都市基盤としての施設配
置の研究をさせたいという希望をもち、社会

情勢も無駄のない公平で効率的な社会基盤
をサポートする研究を要求している状況で
あった。 
 
 
２．研究の目的 
現代社会では、様々な場面で人、物の配置が
鍵となっている。特に社会システムでは施設
あるいは設備の最適配置は重要であう。これ
らは簡単に変更あるいは廃止できない。そこ
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でこれまでの研究を都市の基盤つくりに活
かすことを考え、各種の公共施設、商業施設、
交通網の整備等の計画策定の基礎を作るこ
とはもちろんそのための実システムの作成
を目指し、都市計画に対するこれまで培って
きた数理的考察をさらに展開していく。特に
昨今の地方財政の逼迫から、ハード的に経費
をかけられない状況では、個々の施設をバラ
バラに最適化するのではなく、有機的に結合
して全体として総合的に最適化することが
大事である。並行して研究してきた多目的政
策評価と結ぶ付けることにより、理論と実際
の両面から最適な施設配置を行うことを目
指す。 
 
 
３．研究の方法 
平成１９年度は都市計画の専門家であり、国
際共同研究の責任者でもある台湾成功大学
都市計画系葉光毅教授とも議論してより一
般的モデルを作り、数理的解法とそのシステ
ム化を行った。そのために葉教授が来日した
り、我々が台湾にきったりした。実際に必要
な設定を調査し、それを数理モデルにのせ、
さらにてより一般的モデルを作り、数理的解
法とそのシステム化を行った。交通問題や障
害物、地理情報システムGISの有効利用も試
みている。平成２０年度は国際会議の会議録
に選ばれるよう実際的要素を出来るだけ入
れるように試みた。 
 
 
４．研究成果 
都市住民の多様な意見を取り入れたモデル、
一般的な距離の下での消防署の配置、交通流
のモデル、施設の有用性に関する効用モデル
などで各々SCI  Journal に論文掲載、また
基礎としても都市計画における評価でも国
際雑誌に論文を公表した。これらは、数理的
モデルの厳しい雑誌であり、我々の研究が実
際に役立つ可能性が大きいことを示してい
る。国際共同研究の責任者でもある台湾成功
大学都市計画系葉光毅教授とも共同で実際
的論文も発表している。また、シナリオ解析
などの新しい展開の芽も作った。さらには数
理的きそちょして、実際のｓで政策の評価に
関する研究論文も発表した。斎藤氏と都市の
形状の研究、奥原氏とグロ-バルに市民を捕ら
えて、マクロな視点からの解析の基礎をつく
った。 
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